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１．開催日時 

  2023年 4月 24日(月)〜27日(木) 

 

２．開催場所 

2023年 4月 24日(月)〜26日(水) 

口頭講演・ポスター発表 

大阪大学 産業科学研究所 講堂・SANKEN CReA 

（対面形式のみで開催） 

2023年 4月 27日(木) 

RIKEN 播磨 SPring-8 （ラボツアー） 

 

３．国際会議報告 

 量子ビームの応用に関する国際会議 Q-BASIS 2023 

(Quantum Beam Application for Sciences and 

Industries 2023) を JST 未来社会創造事業大規模プロジ

ェクト型「レーザー駆動による量子ビーム加速器の開発と

実証」と大阪大学産業科学研究所との共催で開催しまし

た.Q-BASIS 2023 は今年度から開催する新しい国際会議

ですが,新型コロナウイルスの感染拡大も収束に向かいつ

つあることから完全対面形式で実施しました. 4 月 24 日

(月)から 26 日(水)の３日間は講演会とポスターセッショ

ンが, 27(木)は SPring-8 施設見学ツアーが行われました. 

26 日(水)には日米協力による先端加速器フォーラムもジ

ョイントし同時開催されました. 

SANKEN CReA では会議期間中,レーザー・量子ビーム

関連の企業展示も行われ11社の企業が参加しました.会期

２日目である 25 日(火)夜には千里阪急ホテルにて対面立

食形式のバンケットも催され,参加者は 103 名（米国,イギ

リス,フランス,ドイツ,チェコ,ロシア,ウクライナ,スペイ

ン,中国,からの参加者およそ 32 名を含む）と国際色豊か

な交流が行われました.（参加者の詳細を図１に示します.）

会議全体としては,口頭講演が35件,ポスター発表が30件,

講演内容はレーザープロセッシングを中心に,パワーレー

ザー開発とその応用,材料科学への応用,医学生物応用,イ

メージング応用,自由電子レーザー（FEL）への応用,高エ

ネルギー物理学,社会実装への展開,など基礎科学から産業

応用までレーザー・量子ビーム利用の幅広い分野にわたり,

会期中の産研講堂は,常にほぼ満席で活発な議論が交わさ

れました.ポスター発表では若手研究者を中心に熱気に溢

れる議論が各ポスターで行われ,コーヒーブレイク中にも

参加者同士がざっくばらんに情報交換・意見交換を行って

いました．27(木 )のラボツアーでは兵庫県佐用町の

RIKEN 播磨キャンパスをチャーターバスにて訪問し,放

射光リング SPring-8,X 線自由電子レーザーSACLA,レー

ザー加速プラットフォーム LAPLACIAN を見学しました.

会期中に Q-BASIS 2024 のキックオフミーティングが開

催され開催地と開催時期について議論が行われました. 

会議の最後には次回の開催を宣言し盛況のうちに閉会し

ました. 

Q-BASIS 2023参加者内訳（Web登録者のみ）

2

n 開催期間： 2023/4/24-4/27 
n 参加者合計： 103 名（登録者：107名、不参加：4名）
n 参加者（⽇本国籍）： 71
n 参加者（海外・外国籍）： 32

参加者（ ⼈）

国籍

参加者の割合（国内外） 海外参加者の内訳（32名）

*参加者（海外・外国籍）：参加者の中で国籍が⽇本以外の⽅全員

参加者合計
： 103 名

 

図１Q-BASIS2023 参加者の割合 

 

 

図 2  Q-BASIS2023 参加者による集合写真 
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本会議を開催するにあたり，公益財団法人天田財団よ 

り国際会議等開催準備助成を賜りました.ここに篤くお礼 

申し上げます. また, 大阪大学産業科学研究所量子ビーム

科学研究施設,大阪大学産業科学研究協会,クロスオーバー

アライアンス,物質デバイス領域共同研究拠点にご後援を

賜りました. 篤くお礼申し上げます. 
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